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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 175,701 18.3 13,083 401.3 14,065 247.9 10,562 225.6

2024年３月期第３四半期 148,572 4.9 2,609 △53.1 4,043 △46.1 3,243 △45.4

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 11,482百万円( 5.0％) 2024年３月期第３四半期 10,940百万円( △35.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 542.15 －

2024年３月期第３四半期 166.63 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 238,228 140,069 57.9

2024年３月期 228,427 130,880 56.5

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 138,013百万円 2024年３月期129,054百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 35.00 － 35.00 70.00

2025年３月期 － 80.00 －

2025年３月期(予想) 160.00 240.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

詳細につきましては、本日（2025年２月13日）公表の「業績予想の修正及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」を
ご参照ください。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 225,000 14.8 15,000 547.6 16,000 239.9 14,000 418.8 718.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 20,152,397株 2024年３月期 20,152,397株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 661,522株 2024年３月期 678,736株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 19,482,451株 2024年３月期３Ｑ 19,464,802株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は

監査法人によるレビュー
： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に弱めの動きもみられるものの、緩やかに回復しまし

た。

海外経済につきましては、米州、欧州はインフレの減速等により底堅く推移し、総じて緩やかに成長しました。

今後のわが国経済の見通しにつきましては、引き続き緩やかな成長が続くと見られますが、不動産不況を背景とす

る中国の景気低迷、ウクライナ侵攻の長期化、中東情勢等の地政学リスク、米国新政権の経済政策の動向等を背景

として、海外の経済・物価動向、資源価格の動向など不確実性は引き続き高い状況であり、為替の変動が及ぼす経

済への影響についても十分注視する必要があります。

香料業界においても、世界経済の動向に合わせる形で堅調に推移しました。競合他社との競争環境は厳しい状況

が続いておりますが、市場としては、成長を続ける中国や東南アジアの他、成熟市場である欧米においても安定し

た成長が期待されます。

このような中、当社グループは「人にやさしく、環境にやさしく」をスローガンとする『Vision 2040』のもと、

新中期経営計画『New Global Plan-2【NGP-2】』（2024-2026年度）を推進してまいります。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、175,701百万円（前年同四半期比18.3％増）となりました。部門別売上

高では、フレーバー部門は、米国子会社において飲料向け等が堅調に推移したことで、92,075百万円（前年同四半

期比9.9％増）、フレグランス部門は、米国子会社において、出荷調整の状況が改善し、55,908百万円（前年同四

半期比20.3％増）、アロマイングリディエンツ部門は、スペシャリティ品が好調に推移し、11,702百万円（前年同

四半期比22.8％増）、ファインケミカル部門は、医薬品中間体等が好調に推移し、14,957百万円（前年同四半期比

93.7％増）となりました。その他不動産部門は、1,056百万円（前年同四半期比0.0％増）となりました。当社グル

ープは、海外の売上比率が高く、為替が円安となったことも増収に寄与しております。

利益面では、営業利益は13,083百万円（前年同四半期比401.3％増）、経常利益は14,065百万円（前年同四半期比

247.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は10,562百万円（前年同四半期比225.6％増）となりました。

セグメントにつきましては、日本は、当社のフレーバー部門において飲料向け等が堅調に推移し、売上高は

55,719百万円（前年同四半期比0.7％増）となりました。営業利益は、アロマイングリディエンツ部門での製品構成

の最適化やファインケミカル部門でのセグメント間の内部売上高増加を主因として利益率が改善し、4,282百万円

（前年同四半期比1,493.0％増）となりました。米州は、前期末に米国子会社で新基幹システム導入に伴い発生した

出荷調整の状況が改善したほか、製品構成・販売価格・原材料の最適化を通じて売上総利益が改善したことにより、

売上高は52,639百万円（前年同四半期比36.9％増）、営業利益は2,818百万円（前年同四半期比263.8％増）となり

ました。欧州は、フランス子会社及びドイツ子会社等が好調に推移し、売上高は29,840百万円（前年同四半期比

22.6％増）となり、営業利益は製品構成・販売価格・原材料の最適化を通じて売上総利益が改善したことにより、

1,864百万円（前年同四半期は営業損失327百万円）となりました。アジアは、インドネシア子会社等が好調に推移

したことにより、売上高は37,501百万円（前年同四半期比23.2％増）、営業利益は3,873百万円（前年同四半期比

102.1％増）となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

総資産は、前連結会計年度末と比較して9,801百万円増加し、238,228百万円となりました。主なものは、受取手

形及び売掛金の増加9,713百万円であります。

負債は、前連結会計年度末と比較して611百万円増加し、98,158百万円となりました。主なものは、支払手形及

び買掛金の増加6,455百万円、長期借入金の増加1,774百万円、短期借入金の減少7,876百万円であります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して9,189百万円増加し、140,069百万円となりました。主なものは、利益剰

余金の増加8,321百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年11月８日に公表しました2025年３月期の連結業績予想を本資料において修正しております。詳細につきま

しては、本日別途公表の「業績予想の修正及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,333 14,104

受取手形及び売掛金 45,568 55,282

電子記録債権 2,784 2,412

商品及び製品 30,964 29,862

仕掛品 298 303

原材料及び貯蔵品 24,193 26,675

その他 4,102 4,974

貸倒引当金 △207 △182

流動資産合計 126,038 133,432

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 31,638 32,213

その他（純額） 33,444 35,551

有形固定資産合計 65,083 67,765

無形固定資産 4,710 4,189

投資その他の資産

投資有価証券 24,433 24,998

その他 8,631 8,307

貸倒引当金 △469 △465

投資その他の資産合計 32,595 32,840

固定資産合計 102,388 104,795

資産合計 228,427 238,228
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,935 25,391

短期借入金 23,944 16,068

1年内返済予定の長期借入金 9,464 8,260

未払法人税等 815 1,951

賞与引当金 2,095 1,059

役員賞与引当金 42 31

その他 13,769 14,132

流動負債合計 69,068 66,895

固定負債

長期借入金 13,327 15,101

役員退職慰労引当金 21 18

訴訟損失引当金 156 353

退職給付に係る負債 9,606 9,849

その他 5,367 5,940

固定負債合計 28,479 31,263

負債合計 97,547 98,158

純資産の部

株主資本

資本金 9,248 9,248

資本剰余金 8,389 8,412

利益剰余金 89,919 98,241

自己株式 △1,652 △1,611

株主資本合計 105,906 114,290

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,139 11,451

繰延ヘッジ損益 4 3

為替換算調整勘定 10,920 11,206

退職給付に係る調整累計額 1,083 1,060

その他の包括利益累計額合計 23,148 23,722

非支配株主持分 1,825 2,056

純資産合計 130,880 140,069

負債純資産合計 228,427 238,228
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 148,572 175,701

売上原価 106,031 116,220

売上総利益 42,541 59,480

販売費及び一般管理費 39,931 46,397

営業利益 2,609 13,083

営業外収益

受取利息 93 87

受取配当金 474 491

持分法による投資利益 － 336

為替差益 1,129 408

その他 338 365

営業外収益合計 2,036 1,689

営業外費用

支払利息 394 595

持分法による投資損失 163 －

その他 45 112

営業外費用合計 603 707

経常利益 4,043 14,065

特別利益

固定資産売却益 3 13

投資有価証券売却益 727 395

その他 － 20

特別利益合計 730 430

特別損失

固定資産処分損 39 38

投資有価証券評価損 11 1

訴訟損失引当金繰入額 － 200

特別損失合計 50 240

税金等調整前四半期純利益 4,723 14,254

法人税、住民税及び事業税 721 2,897

法人税等調整額 658 489

法人税等合計 1,379 3,386

四半期純利益 3,344 10,868

非支配株主に帰属する四半期純利益 100 306

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,243 10,562
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 3,344 10,868

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △193 312

繰延ヘッジ損益 △9 △0

為替換算調整勘定 7,479 322

退職給付に係る調整額 62 △23

持分法適用会社に対する持分相当額 257 3

その他の包括利益合計 7,596 613

四半期包括利益 10,940 11,482

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,711 11,136

非支配株主に係る四半期包括利益 228 345
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

日本 米州 欧州 アジア 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高

香料事業 (注)３ 54,277 38,444 24,344 30,449 147,516 － 147,516

顧客との契約から生じる収益 54,277 38,444 24,344 30,449 147,516 － 147,516

その他の収益 (注)４ 1,056 － － － 1,056 － 1,056

外部顧客への売上高 55,334 38,444 24,344 30,449 148,572 － 148,572

セグメント間の内部売上高
又は振替高 10,137 281 2,978 234 13,632 △13,632 －

計 65,471 38,726 27,323 30,684 162,205 △13,632 148,572

セグメント利益又は損失（△） 268 774 △327 1,916 2,632 △22 2,609

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△22百万円は、セグメント間取引に係る内部損益取引の調整額317

百万円、セグメント間取引に係る棚卸資産の調整額△88百万円、その他△252百万円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．香料事業はフレーバー、フレグランス、アロマイングリディエンツ、ファインケミカルの製造・販売を主

な事業内容としており、当該事業の売上高は主に一時点で顧客に移転される財から生じる収益で構成され

ております。

４．その他の収益は、その他不動産事業に係る賃貸収入等で構成されております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

日本 米州 欧州 アジア 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高

香料事業 (注)３ 54,662 52,639 29,840 37,501 174,644 － 174,644

顧客との契約から生じる収益 54,662 52,639 29,840 37,501 174,644 － 174,644

その他の収益 (注)４ 1,056 － － － 1,056 － 1,056

外部顧客への売上高 55,719 52,639 29,840 37,501 175,701 － 175,701

セグメント間の内部売上高
又は振替高 17,814 484 2,947 328 21,575 △21,575 －

計 73,534 53,124 32,787 37,829 197,276 △21,575 175,701

セグメント利益 4,282 2,818 1,864 3,873 12,839 243 13,083

（注）１．セグメント利益の調整額243百万円は、セグメント間取引に係る内部損益取引の調整額402百万円、セグメ

ント間取引に係る棚卸資産の調整額151百万円、その他△311百万円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．香料事業はフレーバー、フレグランス、アロマイングリディエンツ、ファインケミカルの製造・販売を主

な事業内容としており、当該事業の売上高は主に一時点で顧客に移転される財から生じる収益で構成され

ております。

４．その他の収益は、その他不動産事業に係る賃貸収入等で構成されております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

減価償却費 5,870百万円 6,039百万円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月13日

高砂香料工業株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 田 村 俊 之

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 宇 津 木 辰 男

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている高砂香料工業株式会社の2024年４月１日から2025年

３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連

結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半

期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づ

いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。


